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SDGs活動の目的

当社の事業の発展と、ES（従業員満足
度）向上への取組みとして、今年度もSDGs
委員会として活動を行いました。

中でも当社の事業活動におけるCO2の排
出量を可視化し、削減案を実行することで、
地球環境の保全に貢献します。

SDGs活動を通じ、企業として社会課題の
解決に貢献します。

パートナー企業と協力体制を構築し、地域
や若い世代に対して神鋼商事SDGsを広く伝
えたいと考えています。

当社の事業の発展

ES（従業員満足度）向上

社会課題の解決に貢献

パートナー企業との協力体制の構築

地域や若い世代に対する啓蒙

2



2023年度
SDGs委員会
活動報告

神鋼商事が取り組むSDGs
・目標3 すべての人に健康と福祉を
・目標7 エネルギーをみんなに そしてクリーンに
・目標8 働きがいも経済成長も
・目標11 住み続けられるまちづくりを
・目標12 つくる責任 つかう責任
・目標13 気候変動に具体的な対策を
・目標14 海の豊かさを守ろう
・目標17 パートナーシップで目標を達成しよう

3



目標3 すべての人に健康と福祉を

神鋼商事株式会社 SDGs

神鋼商事SDGs
質の高い健康診断を必ず年１回以上実施し、随時インフルエンザ予防接種を

提供できる体制を整えることを目標とする

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する

2023年度は上記の健康診断と予防接種に加え、
ストレスチェックの実施、健康イベントの開催、
平塚法人会を通じたペットボトルキャップの寄
付活動を行いました。
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取組内容
目標３ すべての人に健康と福祉を

取組項目 取組内容 目標 成果

従業員全員の健康診断の実施 従業員の健康をサポート 受診率100％ 受診率100％達成
対象者に対する再検査の推進

従業員全員の
ストレスチェックの実施 従業員の健康をサポート 受診率100％ 受診率100％達成

対象者に対する再検査の推進

健康イベントの実施 従業員の運動機会の増進 参加率70％ 参加率80%達成

従業員の怪我対策 週初の朝礼でストレッチ体操 参加率100% 参加率100%達成

ペットボトルキャップの寄付を
通じたワクチンの提供 公社）平塚法人会に6kg寄付 6kg 8kg達成

かながわ健康企業宣言の実施 神奈川県協会けんぽの実施する
健康宣言事業への参加 参加 参加

HPへの掲載
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かながわ健康企業宣言を致しました
2023年度は従業員の健康増進イベントとして、
当社初の試みとなるボウリング大会を開催いたしました。

ボウリング大会風景

久しぶりの
ボウリング！

いい運動になった
という声も聞かれ
ました。

今後も、従業員の
コミュニケーションが増え
るような健康増進イベント
を開催していきます。
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目標7 エネルギーをみんなに、そしてクリーンに

神鋼商事SDGs
我が国に於ける、2050年カーボンニュートラルに関する日本鉄鋼

業の基本方針にある、スクラップ利用拡大に伴い、鉄スクラップを安
定仕入れ、これを適正加工し需要家へ供給することでCO2排出削減を
促進し、クリーンな地球環境を目指す。

目標11 住み続けられるまちづくりを

神鋼商事SDGs
神奈川県で発生した金属スクラップは、地場の電炉メーカーを中心

に循環させ、地産地消を実現させる。

手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを
確保する

都市を包括的、安全、レジリエントかつ持続可能にする
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取組内容

鉄スクラップは、
鉄鋼原料として再利用されます。

取組項目 取組内容 目標 成果

金属の安定仕入れ
需要家への供給 営業活動の実施 年間目標値 90%

入荷数量の増加 新規のお客様からの
入荷数量増加 年間目標値 102%達成

目標７ エネルギーをみんなに、そしてクリーンに 目標11 住み続けられるまちづくりを

新たな鉄鋼製品を作る際に鉄鉱石などの天然資源
を原料とせず、鉄スクラップを再利用することで、
鉄鉱石の採掘に伴う二酸化炭素排出量を、

鉄1tあたり約1.39t削減できるとされています。
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目標８ 働きがいも経済成長も

神鋼商事SDGs
働きやすい職場環境づくりのため、ビジョン実現型人事評価制度（Grab

Sustainable Happiness Project）を通じ、社員にやりがいや明確な目標を提供し、
公平な評価をもって生活安定への指針を示し、長く安心して働ける職場環境を確立する。
また社会から必要とされる鉄リサイクル企業であり続けるため、新しい技術・機械・

設備の導入により生産性の向上を図り、経済成長を促進させる。

すべての人々のための包括的かつ持続可能な経済成長、雇用および
ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしいしごと）を推進する

取組内容
取組項目 取組内容 目標 成果

ビジョン実現型人事評価
制度の運用、実施

公平な人事評価を通じた
働きやすい職場環境の提供 半期ごとの適正評価 達成

従業員全員が
安心して働ける職場作り ハラスメント研修の実施 参加率100% 参加率100%達成
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ハラスメント防止宣言書 「心の健康づくり宣言」

神鋼商事株式会社は従業員が安心して働ける職場を提供します

当社は社内にハラスメント相談窓口を設置し、セクシャルハラスメント・パワーハラスメント・モラルハラス
メントなど、あらゆるハラスメントを許しません。
また、心の健康づくり推進担当者が中心となり、従業員の心身の健康増進に努めます。
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目標12 つくる責任つかう責任

神鋼商事SDGs
適正かつコンプライアンスに基づいたスクラップの回収、選別、加

工による再資源化をおこない、純度の高い良質な製鋼原料を作りあげ
安定供給をおこなう事で、循環型社会を促進させる。

持続可能な消費と生産のパターンを確保する

取組項目 取組内容 目標 成果

金属スクラップの再資源化 回収、選別、加工 リサイクル率100% 達成

新規のお客様の増加 新規のお客様を増やし、
安定的な仕入に繋げる 獲得目標数 146％達成

取組内容
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目標13 気候変動に具体的な対策を

神鋼商事SDGs
2030年までに営業車の環境適応比率（電気自動車、ハイブリッド車

等）を60％にし、CO2排出量の削減を図る。
社内のBCP構築および包括的な地域ネットワークを通じての相互支援

システムの構築により、気候関連災害や自然災害に対しての強靭性を図
り災害に強い会社にする。

気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る

取組内容
取組項目 取組内容 目標 成果

2030年CO2排出量50％削減 見える化
（クラウドサービスの導入） 導入 導入、運用開始（達成）

2030年CO2排出量50％削減 2023年度の月間排出量の測定 月平均の算出 算出達成
（次スライド参照）
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二酸化炭素
月間排出量について

目的
当社における二酸化炭素排出量（以下CO2排出量）を
数値化し、可視化することで2030年に掲げるCO2排出量
50％削減のロードマップ策定の足掛かりとする。

前提
2023年度の平均CO2排出量を、閑散期と繁忙期の４か
月を抽出し算出した。

抽出月
2023年7月、11月、12月、2024年2月

抽出月平均
CO2排出量 16,941kg-co2／月
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軽油、ガソリン、灯油、ガス

トラック軽油  4,950kg

重機軽油        1,982kg
営業車ガソリン                592kg
ガス                                           84kg
灯油                                           33kg

電気設備

ギロ 4,393kg

クレーン  3,475kg
待機電力（含事務所）  918kg
プレス       656kg
水銀灯           20kg 

16,941kg-co2
1か月あたりのCO2排出量
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トラック(軽油)
29%

ギロ(電力)
26%

クレーン(電力)

20%
重機(軽油)

12%

待機
電力
5%

営業車
3%

二酸化炭素排出割合

トラック・ギロ・クレーンが排出量全体の

を占めている

目標
二酸化炭素排出量の50％削減
↓
今年度は削減案の検討

• 電力会社の変更（排出係数の削減）
• ギロ、クレーン等設備入替
• 電気自動車の導入
• オペレーションに対する意識改革…etc.
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目標14 海の豊かさを守ろう

神鋼商事SDGs
鉄スクラップを加工し、専門漁に使用するおもりを製造～提供し、水質

汚染を防止する。
鉄製のおもりは海中で数年後には錆びて消滅。また消滅していく過程で

鉄分を海に供給、海藻を生成し、プランクトンが集まり、魚も集まる。
鉄を利用することにより、エネルギーをつかわずに自然循環が可能となる。

海洋と海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する

取組内容
取組項目 取組内容 目標 成果

ビーチクリーン活動 湘南地域の海岸清掃に参加し
海洋環境保全に努める 年間2回の参加 達成

鉄筋おもりの製造販売 鉄筋を加工した製品を販売し
海洋環境の保全に貢献する 販売数量目標値 85%
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ビーチクリーン活動参加風景

2023年度は湘南地域のビーチクリーン
活動に２回参加いたしました。
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目標17 パートナーシップで目標を達成しよう

神鋼商事SDGs
神鋼商事株式会社が関わる団体、組合等でSDGsの取組みに関する各パー

トナー企業への啓蒙活動を実施し、社会貢献のインパクトを拡大していく。
同様の志、目標を共に持つパートナーと、業種の垣根を越え提携し、共通

の持続可能な開発目標を達成する。

持続可能な開発に向けてグローバル・パートナーシップを活性化する

取組内容

取組項目 取組内容 目標 成果

ペットボトル、
古紙などの再資源化

再資源化を行うSDGs
パートナー企業に提供する 回収率100% 達成
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•これまで以上に従業員の心身の健康に目を向け、健康経営の取得を目指します。

健康経営の取得

•性別に関係なく、誰しもが働きやすい職場環境を創出するために、討議を重ねていきます。

性別に関わらず働きやすい職場の創出

•二酸化炭素排出量の削減に向けた具体的な施策を検討します。

CO2排出量削減案の検討

•ビーチクリーン活動の参加、コンプライアンス強化月間、ペットボトルキャップ寄付、健康増進
イベントの開催など、年間計画に基づき社内におけるSDGs活動を推進します。

年間計画に則ったSDGs活動の推進

神鋼商事SDGsとして発信

2024年度 SDGs委員会 取組項目

SDGs委員会
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SDGs委員会 所感

SDGs委員会が発足して２年が経過しました。日々の委員会活動を通じ、メンバーの意識の高まりと

同時に、委員会メンバー以外の従業員にもSDGsの意識が根付いてきていると感じます。

今年度も自由参加のイベント（ビーチクリーン活動、健康増進イベント、ペットボトルキャップ寄

付活動等）を実施しましたが、昨年度に比べて高い参加率でした。自発的に参加してくれる従業員が

増え、協力を得られることや個々の意識が高まっていることを実感し嬉しく思っています。

来年度（2024年度）も従業員にとっても分かりやすく、取り組みやすい目標を立てながら、SDGs

活動を継続したいと考えています。委員会としては健康経営の取得や働きやすい職場づくりを目指し、

社内外への発信も続けていきます。
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